
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

係
か
ら

●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

▲三芳中学校　昭和24年の戦後間もない頃、物資不足と財政難の下でゴム工場を買い取り、全
村ぐるみの協力によって、建設した思い出に残る校舎でしたが、生徒数の増加と老朽化が進
み、昭和48年現校舎に改築されました。昭和45年には三芳村最初の体育館が建設され、県下有
数の広さを誇り、体育の授業のほかに町の様々な行事で使われました。

昭和40年代の写真

現在の写真

第 回みよしまつり‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２
防災訓練、指定避難場所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３
児童扶養手当、特別児童扶養手当等‥‥ ４-５
埼玉県南西部「ジモトのおやつ」手作り
　コンテスト、里親制度（入門講座）‥‥‥ ６
ファミリー・サポート・センター講座‥‥ ７
後期高齢者医療制度医療費負担割合の定期
　判定、「青少年の主張」作品募集‥‥‥‥‥‥‥ ８

町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０-１３
みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １４-１５
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥１６-１７
お知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８-２０
くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２１-２２
無料相談のお知らせ、リサイクルの広場‥‥２３
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ２４

目　次

広
報
み
よ
し　

第
八
八
二
号　

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広 報 み よ し（ ） 

オーストラリア少年少女訪問団　歓迎会

【
問
題
１
】
今
年
も
開
催
さ
れ
る

「
み
よ
し
ま
つ
り
」。
さ
て
、
今
年

の
打
ち
上
げ
花
火
は
、
何
発
打
ち

上
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
？

千　

二
千　

三
千

【
問
題
２
】
町
で
は
、長
寿
を
祝
し
、

敬
老
祝
金
支
給
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
で
は
『
白
寿
』
と
は
何
歳

を
祝
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

99　

１　

123

【
問
題
３
】
埼
玉
県
南

西
部
で
行
わ
れ
て
い

る
「
ジ
モ
ト
の
お
や
つ

手
作
り
コ
ン
テ
ス
ト
」。

昨
年
、
最
優
秀
賞
に
か

が
や
い
た
お
や
つ
は
？

煎
餅　

お
し
る
こ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ポ
テ
ト

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
８
月
16
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【
７
月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

　

問
題
３

（
応
募
総
数
30
通
、
正
解
24
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国

強
調
月
間
（
〜

日
）

　
　
　

食
品
衛
生
月
間
（
〜

日
）

　
　
　

水
の
週
間
（
〜
７
日
）

　
　
　

水
の
日

　
　
　

夏
の
省
エ
ネ
総
点
検
の
日

７
日　

立
秋

日　

道
の
日

日　

食
育
の
日

日　

処
暑

日　

道
路
防
災
週
間
（
〜

日
）

日　

防
災
週
間（
〜
９
月
５
日
）

8　月　の　こ　よ　み

★
枝
豆
大
好
き
家
族
で
す
の
で
、
枝

豆
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
（
藤
久

保
Ｋ
さ
ん
）

★
み
ら
い
く
ん
に
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド

が
で
き
た
と
の
こ
と
。
私
も
が
ん
ば

ら
な
く
ち
ゃ
。
テ
ヘ
ヘ
…
（
藤
久
保

Ｍ
さ
ん
）

★
広
報
み
よ
し
を
読
み
、
家
に
い
な

が
ら
に
し
て
町
の
情
報
が
良
く
わ
か

り
、
た
す
か
っ
て
い
ま
す
。
（
上
富

Ｗ
さ
ん
）

★
三
芳
に
来
た
の
が
昭
和
42
年
４
月
。

40
年
代
の
写
真
を
見
て
、
懐
か
し
か

っ
た
。
（
藤
久
保
Ｕ
さ
ん
）

●
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
「
ク
ラ
ブ
・
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
」
▽
キ
ッ
ズ
か
ら
ジ
ュ
ニ

ア
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。
キ
ッ

ズ
は
と
に
か
く
楽
し
く
元
気
に
踊

ろ
う
!!
ジ
ュ
ニ
ア
は
基
礎
も
し
っ
か

り
カ
ッ
コ
良
く
踊
ろ
う
!!
無
料
体

験
あ
り
ま
す
。
８
月
21
日

に
は

コ
ピ
ス
み
よ
し
で
発
表
会
を
し
ま

す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
▽
日
時
／
毎
週
火
曜
日
、
午

後
３
時
30
分
〜
９
時
▽
場
所
／
コ

ピ
ス
み
よ
し
ミ
ニ
ホ
ー
ル
▽
月
会
費

／
３
千
円
〜
▽
連
絡
先
／
戸
頃

０
１
２
０

258

１
３
８

●
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
」
▽
何
か
ス
ポ

ー
ツ
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
、
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
や
り
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
・

年
齢
問
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
連
れ

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
週
二
回
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
▽
日
時
／
毎
週

木
・
土
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
▽
場
所
／
藤
久
保
小
学

校
又
は
藤
久
保
中
学
校
体
育
館
▽

連
絡
先
／
伊
藤

257

１
２
４
４

●
ひ
こ
ば
え
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
▽

山
を
愛
し
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ハ
イ

キ
ン
グ
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

当
会
は
今
年
で
三
十
八
年
を
迎
え
、

家
族
向
き
か
ら
健
脚
向
き
ま
で
、
年

間
計
画
の
も
と
に
、
安
全
で
、
多
様

な
山
歩
き
を
実
施
し
て
い
ま
す
。▽

年
会
費
／
６
千
円
▽
入
会
費
／
千
円

▽
連
絡
先
／
加
藤

251

８
２
９
９

●
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
フ

レ
ー
ル
」
▽
今
年
も
あ
と
四
か
月

ほ
ど
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
季
節
に
向

け
て
「
や
さ
し
い
基
本
ス
テ
ッ
プ

か
ら
の
練
習
」
に
あ
な
た
を
お
誘

い
し
ま
す
。
初
心
者
・
中
級
者
・

年
齢
問
い
ま
せ
ん
。
当
サ
ー
ク
ル

で
は
女
性
２
名
の
講
師
と
会
員
が

『
や
さ
し
く
、
楽
し
く
、
親
切

に
』
指
導
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
見
学
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
／
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７

時
〜
９
時
20
分
▽
場
所
／
竹
間
沢

又
は
近
隣
公
民
館
▽
連
絡
先
／
高

木

259

１
７
１
８
（
午
後
３
時

ま
で
）
、
吉
岡

090

９
３
２
８

４
７
５
９
（
夕
方
）

●
川
越
女
子
高
等
学
校
「
第
63
回

紫
苑
祭
」
▽
を
か
し
き
飛sto

ry

〜
歴
史
女
（
し
お
ん
）
は
止
ま
ら
な

い
▽
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
併
せ
、
全
校
統

一
テ
ー
マ
と
し
て
「
歴
史
」
を
設
け

ま
し
た
。
個
性
あ
ふ
れ
る
80
以
上

の
団
体
が
準
備
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
「
紫
苑
祭
」
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
▽
日
時
／
９
月
11
日

、
午
前

11
時
〜
午
後
４
時
・
９
月
12
日

、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
両

日
と
も
、
入
場
は
午
後
３
時
30
分

ま
で
）
▽
場
所
／
埼
玉
県
立
川
越

女
子
高
等
学
校
▽
交
通
／
東
武
東

上
線
「
川
越
市
駅
」
よ
り
徒
歩
５

分
、
西
武
新
宿
線
「
本
川
越
駅
」
よ

り
徒
歩
７
分
▽
連
絡
先
／
紫
苑
祭

実
行
委
員
会

222

３
５
１
１

お
い
で
く
だ
さ
い

会
員
募
集

●人口と世帯（平成22年6月末）●人口／37,983人　●男／19,096人　●女／18,887人　●世帯数／15,012世帯



町
制
施
行
40
周
年
記
念

第
20
回
み
よ
し
ま
つ
り

打
ち
上
げ
花
火
を
２
０
０
０
発
に
増
発

【
日
時
】
９
月
４
日

　

午
後
３
時
〜
９
時

（
雨
天
の
場
合
は
５
日
に

順
延
、
５
日
も
雨
天
の
場

合
は
、

日
に
花
火
だ
け

打
ち
上
げ
ま
す
）

【
場
所
】
町
立
運
動
公
園

お 

願
い　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
、

ま
た
会
場
周
辺
は
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
、
徒
歩
か
自
転
車
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

 

み
よ
し
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事　

務
局
／
地
域
振
興
課

　
（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）

　

今
年
も
指
定
観
覧
席
の
申
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
！

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
裏
を
中
心
に

区
画
受
け

付
け
ま
す
〜

● 

場
所　

町
立
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
西
側
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏

●
区
画　

２
ｍ
×
2.5
ｍ
を
16
区
画

　

3.2
ｍ
×
３
ｍ
を
１
区
画

●
費
用　

無
料　

● 

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方

● 

申
込
み　

８
月
14
日

（
消
印
有

効
）
ま
で
に

氏
名

性
別

住

所

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
下
記

申
込
み
先
ま
で
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
抽
選
に
よ
り
当
選

者
に
は
８
月
31
日

ま
で
に
当
選
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

※
区
画
指
定
不
可
、
区
画
内
は
禁
煙

で
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
第

回
み
よ
し
ま
つ
り
」
の

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日

（
当
日
）

　

午
後
３
時
〜
10
時

　

９
月
５
日

（
翌
日
片
付
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

町
立
運
動
公
園

●
内
容　

会
場
内
整
理
、
清
掃
等

● 

募
集
対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方
、
30
名
程
度
（
当

日
・
翌
日
と
も
）

● 

申
込
み　

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

住
所（
在
勤
者
は
事
業
所
の
住
所
・

名
称
）・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
後
、
集
合
場
所
・
時
間
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

８
月
23
日

● 

そ
の
他　

謝
礼
・
交
通
費
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。
傷
害
保
険
に
は

実
行
委
員
会
で
加
入
し
、
飲
み
物

等
は
用
意
し
ま
す
。
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
降
雨
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
、
自
転

車
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
354

８
５
５
５

　

三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０

１

　

 
地
域
振
興
課
「
み
よ
し
ま
つ
り
指

定
観
覧
席
係
」「
み
よ
し
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
」

　
（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
３

　

 

Ｅ
メ
ー
ル　

ch
iik
i@
tow
n
.sai

tam
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

　９月４日の土曜開庁は、

「みよしまつり」のため、庁

舎北側玄関のみ利用可能とな

ります。

　ライフバスを利用の方は、

役場を経由しないので、お気

をつけください。また、お車

をご利用の方は、まつり準備

中につき、ご迷惑をおかけし

ますが、ご了承ください。

問い合わせ　

住民課（内線142～146）

注 !!意
9 4月 日 土の 曜 庁開

指
定
観
覧
席
の

　

申　

込　

み

受　   付

み
よ
し
ま
つ
り

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募　集

■日時　８月29日 、午前８時30分～正午
■場所　ふじみ野市立さぎの森小学校
■ 内容　煙中体験、避難所体験訓練、ＡＥＤ心肺蘇生、
伝言ダイヤル、応急手当、担架作成等
■ 主催　三芳町、富士見市、ふじみ野市、入間東部地区
消防組合、東入間警察署、三芳町消防団、富士見市消
防団、ふじみ野市消防団

訓 が行なわ防災 れます練 

　第11回入間東部地区合同防災訓練が、２

市１町（三芳町・富士見市・ふじみ野市）

と開催地の地元４自治会との合同で開催さ

れます。当日は、一般参加できる体験訓練

もありますので、お気軽にお越しください。

問い合わせ　

　地域振興課（内線265・266）

　　　　　 午前10時～
　　　　　　水消火訓練、油火災消火訓練、初期消火訓練、起震車体験訓練、消防車両展示

　 ※雨天・グラウンド不良の場合は、一般参加体験訓練は中止となります。  

一 般 参 加 者 体 験 訓 練

内　容

時　間

「
い
ざ
！
と
い
う
時
の
た
め
に
」

　

避
難
場
所
を

　
　
　

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て
小
・
中
学
校
を
避
難
所
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。
指
定
避
難
所
に
は
、
避
難
所
表
示
板

を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
は
、
最
寄
り
の
避

難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
避
難
所
一
覧
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
避
難
に
つ
い
て
は
、
ご
家
庭
や
ご
近
所
で
日
ご
ろ

か
ら
話
し
合
い
、
秩
序
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
や
自
分
の
地

域
で
は
、
ど
こ
が
避
難
所
か
、
ま
た
、
避
難
経
路
や
避
難
に

何
分
ぐ
ら
い
か
か
る
か
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

名　称 所在地 電話番号 名　称 所在地 電話番号

上富小学校 上富1267 4 258 6808 唐沢小学校 藤久保410 2 258 8900

三芳中学校 北永井350 258 0675 三芳東中学校 藤久保610 1 258 5188

三芳小学校 北永井343 258 0674 藤久保中学校 藤久保420 2 258 3232

藤久保小学校 藤久保224 2 258 0555 竹間沢小学校 竹間沢550 1 258 3235

指定避難所一覧所

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

　

今
年
も
、
夏
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
み
よ
し
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
、
お
友

だ
ち
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

油火災消火訓練

初期消火訓練



　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
及
び
寡
婦

の
経
済
的
自
立
や
、
扶
養
し
て
い
る

お
子
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
、

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
す
る
制
度

で
す
。

対 

象
者
…
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で

20
歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て
い
る

人
、
父
母
の
な
い
20
歳
未
満
の
子
、

寡
婦
（
現
在
子
を
扶
養
し
て
い
な

い
場
合
、
所
得
制
限
有
）

貸 

付
内
容
…
事
業
開
始
、
事
業
継
続
、

修
学
、
技
能
習
得
、
修
業
、
就
職

支
度
、
医
療
介
護
、
生
活
、
住
宅
、

転
宅
、
就
学
支
度
、
結
婚
（
子
）

※ 

申
請
↓
面
接
↓
審
査
↓
貸
付
適
否

決
定
（
申
請
す
べ
て
が
貸
付
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◎ 

申
請
用
紙
は
こ
ど
も
支
援
課
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
支
援
課
（
内
線
165
）

　

西
部
福
祉
事
務
所

　

049

２
８
３

６
８
０
０

　

家
庭
の
問
題
や
子
育
て
の
悩
み
な

ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
解

決
方
法
を
考
え
ま
す
。

受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
支
援
課

　

258

０
０
５
５

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
優
遇
制
度

　

ニ
ュ
ー
福
祉
定
期
貯
金
・
新
マ
ル

優
制
度
、
Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
乗
車
券
の

割
引
制
度
（
父
子
家
庭
の
取
り
扱
い

は
未
定
）
が
あ
り
ま
す
。

マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
・
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
（
大
宮
・
川

口
・
熊
谷
・
所
沢
・
川
越
・
越
谷
）

で
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
就
職
を

目
指
す
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
制
度

こ
ど
も
家
庭な

ん
で
も
相
談

教
育
訓
練
給
付
金

　

指
定
教
育
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

経
費
の
20
％
を
支
給
し
ま
す
。
（
四

〇
〇
一
円
以
上
、
十
万
円
が
上
限
）

●
指
定
講
座

　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

の
指
定
教
育
講
座
、
別
に
定
め
る
就

業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い
講
座

●
支
給
条
件

町
内
に
居
住
し
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
、
同
等
の
所
得

水
準
の
人

雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
の
受
給
資
格
が
な
い
人

教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職

に
つ
く
た
め
に
必
要
な
人

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

資
格
取
得
の
た
め
、
２
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
、
修
業

期
間
の
全
期
間
（
平
成
23
年
度
の

入
学
者
ま
で
）
【
課
税
世
帯
】
月
額

七
万
五
百
円
・
【
非
課
税
世
帯
】
月

額
十
四
万
一
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
資
格

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）
・
介
護
福

祉
士
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
等

●
支
給
条
件

町
内
に
居
住
し
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
、
同
等
の
所
得

水
準
の
人

養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
資
格
取
得
が
見

込
ま
れ
る
人

仕
事
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
の
両

立
が
困
難
な
人

講
座
の
申
込
み
を
行
う
前
に
手
続
き
を
!!

　

支
給
条
件
を
全
て
満
た
し
、
埼
玉
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（

048

６
４
２

６
５
５
７
）
で
事
前
相
談
（
審
査
）
と
求
職
登
録
を

行
い
、
西
部
福
祉
事
務
所
（

049

２
８
３

６
８
０
０
）
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

母子自立支援プログラム策定事業

■対象者　児童扶養手当を受給し、健康で就業意欲はあ

るが、どのようなスキルを身に付けたらよいか、ハロー

ワークをどのように利用したらよいかなどのお悩みの人

（就業中の人も含む）。

■就業のながれ　

１　埼玉県母子福祉センターの相談員と面接

　現在の生活、就業の状況などを聞き自立支援計画を作成。

２　ハローワークコーディネーターと面接

　 相談員も参加し就業に関する状況や意向を聞き支援メ

ニューを選定。

３　ハローワークによる就業支援

　 ハローワークの担当者によるマンツーマン支援 ト

ライアル雇用事業の活用による試行的短期雇用の実施

公共職業訓練のあっせん 民間の教育訓練講座の受

講勧奨 職業相談・紹介の実施などの支援を通じ就業

をバックアップします。

【相談業務】

相談 内　容 受付時間 電話番号

就業

就業相談員が電話
や面接で皆さんの
事情に応じたきめ
細かな支援

月～金（※）
午前９時～
午後４時

－ －

生活
養育費

自立支援相談員兼
養育相談員が電話
や面接で相談

月～金（※）
午前９時～
午後４時

－ －

法律
女性弁護士が月２
回無料で面接相談
（要予約）

第２・４金曜日
午後１時～４時
生活相談へ

－ －

※水曜日は午後６時45分まで、電話相談のみ延長します。

【問い合わせ】 埼玉県母子福祉センター

048－642－6557

【 場所】 大宮合同庁舎３階（JR大宮駅東口徒歩15分・

JRさいたま新都心駅徒歩15分）

埼玉県母子福祉センター

ひ
と
り
親
家
庭 

の

お
母
さ
ん
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当

「
所
得
状
況
届
」
の
提
出

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
所
得
状
況
届

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
等
の
詳
細
は
、
該
当

者
に
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

提
出
期
限

　

８
月
２
日

〜
31
日

（
土
、

日
曜
日
を
除
く
）
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　

（
内
線
176
）

　手当額

　受給資格者（ひとり親家庭の父や母など）が監護・養育す

る子どもの数や、受給資格者の所得等により決められます。

子どもの
人　数

月　額
（全部支給）

月　額
（一部支給）

１　人 41,720円 41,710～9,850円

２　人 46,720円 （41,710～9,850）
+5,000円

３人以上 ２人の場合の月額に、１人につき3,000円を加算

支給月… １年に３回、４月、８月、12月に
４か月分ずつ支給されます。

　 父子家庭の方が受給するためには

　児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。
※８月～11月分が支給されるのは12月です。

○11月30日を過ぎると、「申請の翌月分」からの支給にな

りますので、早めに問い合わせのうえ、平成 年 月 日
までに手続きをしてください。

　対象者

　次のいずれかに該当する子ども※を育てている父（母）

または主として生計を維持する養育者。

１．父母が婚姻を解消した子ども
２．母（父）が死亡した子ども
３．母（父）が一定の障害の状態にある子ども
４．母（父）の生死が明らかでない子ども
５． その他（母（父）が１年以上遺棄している子ど

も、母（父）が１年以上拘禁されている子ども、
母が婚姻によらないで懐胎した子どもなど）

※「子ども」とは…18歳に達する日以後の最初の３月31日

までの間にある子ども（一定の障がいがある場合は20歳未

満）をさします。

■所得制限があります。
（養育費の８割も所得に加算されます。）

　父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていない子ど

もが育成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立の促

進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として支給

される手当です。

児童扶養手当
とは…

　離婚等により子どもを養育しながら生計を一人で維持していく方を支援するために、一定の要件に該

当する場合、児童扶養手当等を支給します。　問い合わせ　こども支援課（内線165）

父子家庭のみなさまにも
児童扶養手当が支給されます！

平成22年8月1
日から

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

現況届の提出
　児童扶養手当を受給している方については、前年

の所得等の把握と、８月１日現在での受給資格を確

認するため現況届を提出してください。添付書類等

の詳細は、該当者に郵送にて通知します。

　なお、現況届を提出しないまま２年が経過する

と、時効により受給する資格がなくなりますので、

必ず提出してください。（特に、現在所得オーバー

により支給停止の人は、その後所得が下がって受給

できる場合がありますのでご注意ください。）

【提出期限】
　８月２日 ～31日 （土、日曜日を除く）

　午前８時30分～午後５時まで　

※土曜開庁日の８月７日は、午前８時30分～

　正午まで受付

【提出先・問い合わせ】
　こども支援課児童福祉係（内線165）



里
親
と
は

　

保
護
者
の
病
気
や
家
庭
の
事
情
な

ど
何
ら
か
の
理
由
で
、
親
が
子
ど
も

を
育
て
ら
れ
な
い
場
合
に
、
一
時
的

ま
た
は
継
続
的
に
子
ど
も
を
預
か
り
、

育
て
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
親
が
育
て
ら
れ
ず
保
護
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
た
め
に
は
、
家
庭
の
温
か
い
愛

情
の
も
と
で
過
ご
す
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。
今
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
家
庭
の
温
も
り
を
求
め
て
い
ま

す
。
里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
親
代
わ
り
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

里
親
に
な
る
に
は

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

里
親
に
必
要
な
も
の
は
、
熱
意
と
豊

か
な
愛
情
、
子
育
て
に
対
す
る
深
い

理
解
、
心
身
の
健
康
、
そ
し
て
子
育

て
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
す
。
所
定

の
研
修
を
受
講
後
、
一
定
の
手
続
き

を
経
た
う
え
で
、
県
知
事
が
里
親
と

し
て
認
定
、
登
録
を
し
ま
す
。

里
親
入
門
講
座
の
ご
案
内

　

ま
ず
は
里
親
制
度
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
入
門
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
里
親
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

埼
玉
県
川
越
児
童
相
談
所

■ 

共
催　

埼
玉
県
里
親
会
川
越
支
部
、

川
越
市
（
第
１
回
）
、
東
松
山
市

（
第
２
回
）

■
対
象　

埼
玉
県
内
在
住
の
方

■
定
員　

各
回
40
人
（
申
込
順
）

■
参
加
費　

無
料

■ 

申
込
方
法　

第
１
回
は
８
月
27
日

、
第
２
回
は
11
月
１
日

よ
り

川
越
児
童
相
談
所
へ
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

川
越
児
童
相
談
所

　
　

223

４
１
５
２

日　時 場　所 内　容

第
１
回

９月 日
午後１時 分～４時

川越児童相談所
別棟会議室
（川越市宮元町 －１）

第１・２回共通
養育体験談
講演
里親制度説明
個別相談

第
２
回

月 日
午後１時 分～４時

東松山市総合会館
第３会議室
（東松山市松葉町１－２－３）

里
親
制
度

熱
意
と
豊
か
な
愛
情
を
も
と
め
て
い
ま
す

 埼玉県南西部の農産物を使ったおやつ、風物
をイメージしたおやつのレシピを募集します。

＊応募資格＊　プロ、アマ、個人、グループを問いませ
ん。１次審査で選ばれた場合は、最終審査日（10月30日

予定）に会場（朝霞市内）まで手作りおやつを作って

来られる方。

コンテストの審査員を募集します。
＊応募資格＊　埼玉県南西部地域内在住・在勤・在学の
方。最終審査日（10月30日 予定）に会場（朝霞市内）

での試食に参加できる方。※応募多数の場合は地域のバ

ランスを考慮の上、抽選。交通費等は支給されません。

＊応募方法＊　氏名、年齢、住所、電話番号、Ｅメール
アドレス、 は、おやつタイトル、材料（４人分）と作

り方、おやつ写真またはイラスト、 は応募理由を明記

し、ファックス、メール、郵便または下記ホームページ

から応募してください。（携帯での応募不可）

ホームページ　http://j-oyatsu.com/
＊応募期限＊　９月21日 まで（必着）

＊応募・問い合わせ＊　環境産業課（内線214・215）
■ＮＰＯ法人東上まちづくりフォーラム
〒353－0006　志木市館２－５－２　

048－476－4600　ＦＡＸ048－476－4607

Ｅメール　info@tojocity.org

■埼玉県南西部地域振興センター
〒351－0025　朝霞市三原１－３－１　

048－451－1110　ＦＡＸ048－451－1113　

Ｅメール　j511110@pref.saitama.lg.jp

※ 三芳町環境産業課・三芳町商工会にも応募用紙があり

ます。

　埼玉県では、住民、農協、

商工会、ＮＰＯ法人、市町村

の協力の下、県南西部の６市

１町（三芳町、朝霞市、志木

市、和光市、新座市、富士見

市、ふじみ野市）を対象に、

「ジモトのおやつ」をテーマとした地域振興に取り組

んでいます。

さつまいものスティックポテト

昨年度の最優秀賞!!
「スティックポテト」
を商品化した「さつま
いものスティックポテ
ト」です。

「ジモトのおやつ」
手作りコンテスト

埼玉県南西部 レ

シピ
＆審査員

募
集
!!

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

地
域
の
子
育
て
応
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
!!

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）と
は
？

　

「
子
育
て
の
応
援
を
し
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
会
員
）
」
、
「
子
育
て
の
応
援

を
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
」
「
依
頼

会
員
と
提
供
会
員
を
兼
ね
た
人
（
両
方

会
員
）
」
が
、
会
員
と
な
っ
て
、
一
時

的
な
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
の
援
助
活

動
を
有
償
で
行
う
町
直
営
組
織
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
ふ
れ
あ
い
だ

よ
り
」
（
会
報
誌
）
の
発
行
、
会
員
を

対
象
に
し
た
保
育
に
必
要
な
基
礎
知
識

や
技
術
習
得
の
た
め
の
講
習
会
、
会
員

同
士
の
交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会　員 会員数 登録条件

依頼会員
三芳町に在勤在住でおおむね生後
６ヶ月～小学生の子どもを持つ方
（※）

提供会員 三芳町在住の心身ともに健康な方

両方会員 依頼会員と提供会員の両方を希望
される方

会員合計

※７月１日より、富士見市、ふじみ野市のファミサポと

相互利用が出来るようになりました。依頼会員は富士

見市、ふじみ野市にも登録できます。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

埼
玉（
緊
サ
ポ
）と
は
？

　

風
邪
や
熱
な
ど
病
気
の
お
子
さ
ん
の

預
か
り
、
宿
泊
を
伴
う
保
育
等
、
緊
急

的
な
一
時
保
育
を
、
地
域
の
助
け
合
い

活
動
と
し
て
利
用
会
員
宅
や
サ
ポ
ー
ト

会
員
宅
な
ど
で
行
う
会
員
組
織
で
す
。

　

「
あ
な
た
も
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？
」

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
、
子

育
て
支
援
を
通
し
て
会
員
同
士
の
あ
た
た
か
い
出
会
い
と
関
わ
り
が
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
と
「
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

258

－

０
０
７
５

フ
ァ
ミ
サ
ポ
＆
緊
サ
ポ

養
成
講
座

【
日
程
】
時
間
・
内
容
（
講
師
名
）

【
９
月

日

】

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・ 

と
も
に
、子
ど
も
の
発
達
と
援
助

（
白
梅
学
園
大
学
／
佐
々
加
代
子
教
授
）

【
９
月

日

】

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

・ 

栄
養
と
夕
食
の
ヒ
ン
ト
（
三
芳
町
栄

養
士
／
菅
野
陽
子
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・ 

ガ
イ
ダ
ン
ス
緊
急
サ
ポ
ー
ト
を
知
ろ

う
（
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
）

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

・ 

こ
ど
も
の
事
故
と
救
命
救
急
、応
急
処
置

【
９
月

日

】

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・ 

小
児
の
病
気
の
特
性
、
病
児
の
観
察

と
ケ
ア
、
感
染
予
防
（
緊
急
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
／
看
護
師
）

（
９
月
10
日
・
16
日

は
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
９
月
16

日

・
30
日
は
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
埼
玉
の
養
成
講
座
で
す
。
）

●
場
所　

藤
久
保
公
民
館

※
９
月
16
日

、
午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
１
時
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

三
芳
町
竹
間
沢
５
５
５
番
地
１

　

（
竹
間
沢
児
童
館
内
）

●
電
話
・
FAX 
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０
０
７
５（
火
〜
土
）

【ファミサポ交流会】

【養成講座】ちりめんで
作る

「おひなさま」（今年実施
予定）



町 の
動 き

基
準
収
入
額
適
用
申
請
制
度

　

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を
受

け
る
人
の
収
入
合
計
が
、
２
人
以

上
で
五
二
○
万
円
未
満
、
１
人
で

三
八
三
万
円
未
満
の
場
合
は
申
請
に

よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
１
人
と

な
り
現
役
並
み
所
得
者
に
な
っ
た
場

合
、
住
民
税
課
税
所
得
一
四
五
万
円

以
上
か
つ
収
入
三
八
三
万
円
以
上
で

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
医
療
を
受
け
る
人
と
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
の
収
入
合
計
が
五
二
○

万
円
未
満
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
１

割
負
担
と
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定

　

負
担
割
合
が
１
割
の
人
で
、
低
所

得
者

・

に
該
当
す
る
人
は
、
自

己
負
担
限
度
額
及
び
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
万
が
一
入
院

さ
れ
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
使
っ
て
医
療
を
受
け
た
際

に
、
病
院
等
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
所

得
等
に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
３
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
負
担
割
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世
帯
状
況
お

よ
び
前
年
の
所
得
状
況
に
基
づ
い
て
判
定
し
、
平
成
22
年
８
月

１
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
被
保
険
者
全
員
の
方
に
、
７
月
末
ま
で
に

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
（
内
線
157
〜
158
）

所得区分 負担割合 判定基準

現役並み
所得者

３割負担
同一世帯に住民税課税所得が145
万円以上の後期高齢者医療制度で
医療を受ける人がいる人

一　般 １割負担
現役並み所得者・低所得者 、低
所得者 のいずれにもあてはまら
ない人

低所得者
１割負担

同一世帯の全員が住民税非課税で
ある人（低所得者 以外の人）

低所得者
１割負担

同一世帯の全員が非課税で、そ
の世帯の各所得が必要経費・控除
（年金の所得は控除額を80万円
として計算）を差し引いたときに
0円となる人

負担割合と判定基準
（病院で支払う自己負担の割合）

自己負担限度
額の所得区分

外来の限度額
（個人ごと）

外来＋入院の限度額
（世帯）

現役並み
所得者 円 円＋ 円

超えた医療費の ％

一　般 円 円

低所得者 円 円

低所得者 円 円

現役並み所得者・一般 円

低所得
者

日までの入院 円

過去 ヶ月
で 日を超
える入院

円

低所得者 円

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

 
医
療
費
負
担
割
合
の
定
期
判
定
の
お
知
ら
せ

◆対象部門　高校生及び一般の部

◆ 対象　町内在住、在勤・在学の方

で高校生以上30歳以下の方

◆募集内容　テーマは自由です。

　 例題…「学校や友達のこと」、「地

域社会のこと」、「職場のこと」等

を原稿用紙400字詰めで3～5枚程度

◆募集期限　９月24日

◆ 提出先　社会教育課社会教育係（メールによる応募も可能です。）

◆ その他　審査の結果、優秀作品に選ばれた方には、11月６日 に開

催される「三芳町青少年健全育成町民大会」にて主張発表していた

だきます。

問い合わせ　社会教育課（内線515）　FAX 274－1056

　Ｅメール　shakai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

　青少年が日頃考えているこ
とを広く住民に紹介し、青少
年に対する理解と認識を深め
てもらうため、毎年11月に
主張発表大会を実施していま
す。皆さんからの応募をお待
ちしています。

高校生及び一般の部

作品募集

広 報 み よ し（ ） （ ）町 の 動 き

▽
一
五
〇
〇
円
／
六
月
一
五
日

　

塩
野
和
雄

▽
一
五
○
○
円
／
六
月
一
五
日

　

匿
名

▽
三
万
一
三
三
四
円
／
六
月
一
六
日

　

埼
玉
カ
ラ
オ
ケ
推
進
委
員
会

　

代
表　

山
田
龍
二

▽
七
〇
○
○
円
／
六
月
三
〇
日

　

Ａ
Ｓ
Ａ
つ
る
せ
中
央

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
車
い
す
／
六
月
一
一
日

　

三
本
義
雄

▽
電
動
ベ
ッ
ド
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

　

／
六
月
一
七
日

　

匿
名

（
物
品
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
三
芳
町
分
別
収
集
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

　

町
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
資
源
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
計
画
で
す
。

　

目
的
は
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
発
生

の
抑
制
や
削
減
、
ま
た
資
源
の
有
効
な

利
用
等
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
平
成
23
年
度
か
ら
の
５

年
間
で
あ
り
対
象
品
目
、
方
法
、
実
施

事
項
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
産
業
課
環
境
対
策
係

　

（
内
線
216
〜
218
）

工　事　予　定　一　覧　表

工事名 完成予定 備考

町道幹線３号線道路修繕
工事

平成22年
８月27日

上富第３区地内
距離240.00ｍ

町道幹線８号線道路改良
工事

平成22年
８月31日

上富第１区地内
距離40.70ｍ

町道幹線５・17号線道路
改良工事

平成23年
２月15日

北永井第２区地内
距離142.40ｍ

（特環）町道幹線21号線
枝線工事（22－1）

平成22年
10月15日

北永井第１区地内
距離77.20ｍ

国民年金

もしものときの

障害基礎年金・遺族基礎年金
　老後だけでなく、病気やけがによって障害が残ったとき、また妻・子を残して亡くなったときも障害基礎年金や

遺族基礎年金があなたやあなたの家族を守ります。しかし、保険料を納めていないと、こうした年金が受けられま

せん。万が一のときのためにも、保険料は納め忘れのないようにしましょう。

◆『障害基礎年金』を受けられるときは…◆

・ 国民年金加入中または20歳前の病気やけがで障害が

残ったとき。

・ 初診日の前々月までの加入期間のうち、2/3以上の

保険料を納めているとき、あるいは初診日の前々月

までの１年間に保険料の滞納がないとき（免除、若

年者納付猶予、学生納付特例期間は保険料を納めた

期間と同じように扱われます）。

・ 障害認定日（障害の程度を判定する日で、初診から

１年６ヶ月経過した日または症状が固定した日）に

国民年金法で定める１級、２級の障害の状態にある

とき。

※ 障害基礎年金と身体障害者手帳では、制度の仕組み

が異なるため、障害の認定基準が違います。身体障

害者手帳が１級や２級であっても障害基礎年金が受

けられるとは限りません。

１級　990,100円

２級　792,100円

◆『遺族基礎年金』を受けられるときは…◆

・ 国民年金加入中の人または老齢基礎年金の受給資格

期間を満たしている人が亡くなったとき。

・ 死亡日の前々月までの加入期間のうち2/3以上保険

料を納めているとき、あるいは死亡日の前々月まで

の１年間に保険料の滞納がないとき（免除、若年者

納付猶予、学生納付特例期間は保険料を納めた期間

と同じように扱われます）。

・ 受けられる遺族は、亡くなった人に生計を維持され

ていた子、または子のある妻（この場合、「子」と

は18歳到達年度末までの子ども、または20歳未満で

国民年金法で定める１級、２級の障害のある子ども

をいいます）。

子が１人いる妻の場合

1,020,000円

子が受ける場合

　　　（子の数が１人）

792,100円

※子の数によって金額が変わります。

問い合わせ

　住民課保険年金係（内線156）　FAX 274－1101

年金額
（平成 年度）

年金額
（平成 年度）

自己負担限度額（月額） 入院時の食事代の
標準負担額（１食）

町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。



ま
が
玉
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う

　

ま
が
玉
と
は
、
原
始
古
代
の
人
々
が

主
に
石
を
使
っ
て
作
っ
た
装
飾
品
で
す
。

埼
玉
県
内
各
地
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
、

埼
玉
県
の
県
章
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

土
曜
体
験
教
室
で
作
る
「
ま
が
玉
」

は
、
滑
石
と
い
う
加
工
し
や
す
い
軟
ら

か
い
石
を
、
ひ
た
す
ら
紙
ヤ
ス
リ
で
削

り
、
最
後
に
磨
い
て
好
き
な
色
を
つ
け

た
ら
完
成
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
熱
中
し
て
し
ま
う
大
人
気
の
内

容
で
す
。

竹
の
水
で
っ
ぽ
う
作
り

　

昔
は
、
現
在
ほ
ど
物
が
豊
か
で
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
身
近
に

あ
る
も
の
を
使
っ
て
、
創
意
と
工
夫
で

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

竹
の
水
で
っ
ぽ
う
の
材
料
は
、
身
近

に
あ
る
真
竹
の
一
節
を
使
い
ま
す
。
節

目
に
キ
リ
で
小
さ
い
孔
を
あ
け
、
水
を

押
し
出
す
細
い
竹
の
先
に
、
ス
ポ
ン
ジ

と
布
を
ま
い
た
ら
完
成
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
加
工
は
す
ご
く
簡
単
で

す
が
、
問
題
は
、
う
ま
く
水
を
吸
い
上

げ
た
り
押
し
出
し
た
り
す
る
ス
ポ
ン
ジ

と
布
の
巻
き
加
減
の
調
整
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
水
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な

り
な
が
ら
、
手
作
り
の
水
で
っ
ぽ
う
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
ゆ
玉
飾
り
を
作
ろ
う

　

か
つ
て
三
芳
や
そ
の
周
辺
の
農
家
で

は
、
小
正
月
（
１
月
15
日
頃
）
に
「
ま

ゆ
玉
飾
り
」
を
作
り
ま
し
た
。
「
ま
ゆ

玉
飾
り
」
と
は
、
そ
の
年
の
豊
作
や
養

蚕
の
成
功
を
願
っ
て
、
上
新
粉
で
作
っ

た
団
子
を
木
の
枝
に
さ
し
て
飾
る
行
事

で
す
。

　

こ
の
伝
統
行
事
を
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
土
曜
体

験
教
室
の
一
つ
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
竹
間
沢
地
区
の
お

年
寄
り
の
有
志
に
よ
る
協
力
を
得
て
、

参
加
者
全
員
で
楽
し
く
団
子
を
作
っ
て

飾
り
ま
す
。

私
も
頑
張
っ
て
丸
め
る
よ
♪

民家に飾られた「まゆ玉飾り」

よしっ、今度はうまく飛んだ！

まが玉のペンダント

今
、歴
史
民
俗
資
料
館
の
土
曜
体
験
教
室
が
熱
い
!!

　

皆
さ
ん
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
行
わ
れ
て
い
る
「
土
曜
体
験
教
室
」
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
今
回
の
特
集
は
、
平
成

年
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
で
実
施

し
て
い
る
「
土
曜
体
験
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■
土
曜
体
験
教
室
と
は

　

土
曜
体
験
教
室
は
、
完
全
学
校
週

５
日
制
に
対
応
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
平
成
17
年
１
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
毎
月
１
〜
２
回
（
お
よ

そ
第
２
・
第
４
土
曜
日
）
、
ほ
と
ん

ど
の
内
容
が
事
前
申
込
み
や
参
加
費

は
不
要
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
も

の
と
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
人
の
方
に
も
大

好
評
で
す
。
体
験
を
通
し
て
、
三
芳

の
歴
史
や
昔
の
暮
ら
し
を
身
近
に
感

じ
、
親
し
ん
で
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
企
画
し

た
も
の
で
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
土
曜
体
験
教
室

　

土
曜
体
験
教
室
で
実
施
し
て
い
る

内
容
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
間
と
時
間

で
作
れ
る
工
作
と
、
昔
の
暮
ら
し
の

中
で
使
わ
れ
て
い
た
道
具
を
実
際
に

使
う
体
験
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た

土
曜
体
験
教
室
の
中
か
ら
、
特
に
好

評
を
博
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

気分はすっかり考古学者!?

（「土器パズルに挑戦」より）

作ったうちわを手に「ハイ！チーズ」（「オリジナルうちわを作ろう」より）

教 育 だ よ り（ ） 

火
打
石
を
使
っ
て
み
よ
う

　

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
が
な
か
っ
た
時

代
、
人
々
は
火
打
石
を
使
っ
て
火
種
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
火
打
石
と
火
打
金

と
を
打
ち
つ
け
る
こ
と
で
火
花
が
飛
び
、

そ
の
火
花
を

火
口
に
落
と

し
て
火
種
と

し
、
火
種
を

燃
え
や
す
い

も
の
に
移
し

て
大
き
な
炎
に
し
ま
す
。

　

「
な
ん
だ
、
簡
単
じ
ゃ
な
い
！
」
と

思
っ
た
ら
大
間
違
い
。
火
打
石
と
火
打

金
を
打
ち
つ
け
る
位
置
や
角
度
に
よ
っ

て
、
火
花
が
出
た
り
出
な
か
っ
た
り
、

ね
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
火
花
が
飛
ば
な
か

っ
た
り
…
こ
れ
が
意
外
と
難
し
い
の
で

す
。
そ
の
分
、
火
が
お
こ
せ
た
時
の
感

動
は
ひ
と
し
お
で
す
。

昔
の
あ
か
り
を
体
験
し
よ
う

　

電
球
や
蛍
光
灯
が
な
か
っ
た
時
代
、

夜
の
屋
内
は
灯
明
や
ろ
う
そ
く
、
石
油

ラ
ン
プ
の
あ
か
り
の
下
で
、
読
書
や
夜

な
べ
仕
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験

は
、
古
民
家
や
土
蔵
を
使
い
暗
闇
を
再

現
、
そ
の
中
で
灯
明
や
ろ
う
そ
く
、
石

油
ラ
ン
プ
の
あ
か
り
を
体
感
し
て
も
ら

う
と
い
う
内
容
で
す
。

　

心
も
と
な
い
あ
か
り
の
下
、
最
初
は

ほ
と
ん
ど
何
も
見
え
ま
せ
ん
が
、
目
が

慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
手
元

や
ま
わ
り
の
様
子
が
見
え
て
き
ま
す
。

昔
の
暮
ら
し
の
苦
労
を
垣
間
見
る
と
と

も
に
、
無
駄
な
あ
か
り
の
多
い
現
代
を

考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
か
な
？

井
戸
で
水
く
み
・
水
運
び

　

旧
池
上
家
住
宅
の
庭
に
は
、
車
井
戸

と
ポ
ン
プ
井
戸
の
ふ
た
つ
の
井
戸
が
再

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
井
戸
か

ら
実
際
に
水
を
く
み
、
天
秤
棒
と
桶
を

使
っ
て
運
ぶ
と
い
う
体
験
で
す
。

　

一
度
に
く
む
水
の
量
は
少
し
ず
つ
、

運
ぶ
距
離
も
わ
ず
か
で
す
が
、
そ
れ
で

も
慣
れ
な
い
作
業
に
子
ど
も
も
大
人
も

大
苦
戦
で
す
。
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
簡
単
に
水
が
出
る
現
在
の
生
活
と
違

い
、
水
を
得
る
あ
り
が
た
み
を
再
認
識

で
き
る
体
験
と
い
え
ま
す
。

体
験
！
「
た
ぬ
き
の
糸
車
」

　

「
キ
ー
カ
ラ
カ
ラ　

キ
ー
ク
ル
ク

ル
」
と
い
う
擬
音
が
特
徴
的
な
お
話
の

『
た
ぬ
き
の
糸
車
』
。
町
で
は
、
小
学

１
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
お
話
で
す
。

　

こ
の
お
話
の
中
で
た
ぬ
き
が
使
っ
て

い
る
糸
車
は
、
木
綿
を
細
く
引
き
出
し

て
よ
り
を
か
け
、
糸
に
し
て
巻
き
と
る

「
糸
つ
む
ぎ
」
の
道
具
で
す
。
お
か
み

さ
ん
の
作
業
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え

た
た
ぬ
き
は
、
上
手
な
手
つ
き
で
糸
を

つ
む
い
だ
と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
体

験
し
て
み
る
と
地
道
で
大
変
な
作
業
で

す
。
教
科
書
の
内
容
を
、
実
体
験
と
し

て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
体
験
と
し
て
好
評
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
土
曜
体
験
教
室

　

さ
て
、
６
年
目
を
迎
え
た
土
曜
体
験

教
室
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
充
実
し

た
内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

土
曜
体
験
教
室
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板

や
学
校
か
ら
の
チ
ラ
シ
等
で
ご
案
内
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
歴
史
民
俗
資
料

館
か
ら
の
情
報
は
か
か
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
内
容
・
イ
ベ
ン
ト
等
）

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

258

６
６
５
５

だいぶ火花が飛ぶようになったぞ！

火打石と火打金

近づけないとみえないね

桶をいっぱいにするのは大変だぁ！

すごい！綿から糸ができた

もう少しで「まが玉」の完成だ！

８月のイベント

（ ）教 育 だ よ り

七夕飾りとまんじゅう作り

◆日時　８月７日 　午前10時～正午

◆場所　旧池上家住宅（歴史民俗資料館敷地内）

◆ 対象　子どもから大人まで（ただし、小学２年

生以下は保護者の同伴をお願いします。）

◆定員　20名　◆参加費　200円

草木染め体験

◆日時　８月20日 　 午前10時～正午

　 午後１時30分～午後３時30分

◆場所　歴史民俗資料館　

◆ 対象　子どもから大人まで（ただし、小学２年

生以下は保護者の同伴をお願いします。）

◆定員　 ・ とも20名ずつ　

◆参加費　500円



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

　

町
で
は
、
国
際
理
解
教
育
の
一

環
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
少

年
少
女
親
善
訪
問
団
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
28
日

か
ら
７
月
６
日

ま
で
の
８
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
、
ブ
リ

ス
ベ
ン
市
の
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校

よ
り
２
人
の
先
生
と
12
人
の
子
ど

も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
成
田
空

港
そ
し
て
町
役
場
へ
と
長
旅
を
終

え
、
到
着
し
た
の
が
夜
10
時
過
ぎ
。

そ
れ
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
た
ち
は
、
初
対
面
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
迎
え
で
そ
れ
ぞ
れ
の

家
に
行
き
、
初
め
て
の
日
本
の
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌
日
29
日
は
藤
久
保
小
学
校
で
、

ま
た
翌
々
日
30
日
は
唐
沢
小
学
校

で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

学
校
で
は
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
授
業
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

習
字
で
は
筆
の
持
ち
方
か
ら
教
え

て
も
ら
い
一
生
懸
命
書
い
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
「
も
っ
と
新
し
い
漢
字

が
書
き
た
い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト

も
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育

で
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が

ら
満
面
の
笑
顔
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
や
跳
び
箱
を
行

い
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
ト

が
決
ま
る
と
日
本
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
「
さ
す

が
！
」
と
の
声
や
拍
手

が
起
こ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
長
旅
の
疲
れ

も
町
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
で
吹
っ
飛
ん
で

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

町
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、
「
友
達
に
な
っ

教育トピックス

た
よ
！
」
「
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
遊

び
た
い
！
」
と
い
う
声
が
た
く
さ

ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
短
い
滞
在
時

間
で
し
た
が
、
三
芳
町
、
ブ
リ
ス

ベ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
間
に
赤
道

を
越
え
た
友
情
の
橋
が
架
け
ら
れ

た
一
日
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、

ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※
広
報
み
よ
し
９
月
号
（
教
育
だ

よ
り
）
に
て
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

少
年
少
女
親
善
訪
問
団
」
の
特
集

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

 

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
架
け
橋

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311

　猛暑、いかがお過ごしでしょうか？この時期は発汗により身体からミネラル成分が抜けやすくな

ります。ミネラル成分の不足は、筋肉の“けいれん”や“つり”につながりやすくなります。水分

補給としてお茶や水を摂取するだけでは、血液中のミネラルは薄まってしまいます。市販のスポー

ツドリンクを水などで薄めて飲んだり、日常の料理の味付けを濃くしたりする工夫が、予防対策と

なります。この季節、暑い時間の屋外の運動は、極力避けましょう。

クラス 癒しのヨガ らくらく健康体操

講　師 大塚　晴美 溝越　優貴子

日　程

８／ 31
９／７,21,28
10 ／５,12,19,26

全て火曜日（全８回）

９／２, ９,16,23,30
10 ／７,14,21

全て木曜日（全８回）

時　間 11：30～12：30 11：15～12：15

場　所 多目的室 武道場

定　員 15人 15人

料　金 4,000円 4,000円

クラス 親子ビクス
（ひよこクラス）

親子ビクス
（こっこクラス）

講　師 戸井　玲子

日　程 ９／７,14,21,28
10／５,12,19,26、全て火曜日（全８回）

時　間 10：00～11：00 11：00～12：00

場　所 武道場

定　員 20組 20組

料　金 4,000円 4,000円

対　象 １～２歳（立つことが
できる子から） ２～４歳

※親子ビクスは、継続申込の方を優先受付させてい
ただきます。

少人数制レッスン（第 期） 親子ビクス（第 期）

ともに、８月９日 午前10時より受け付けを開始します。直接来館、または電話にて申し込みください。

図
書
館
の
本
棚
よ
り　

親
子
で
楽
し
め
る
「
科
学
あ
そ
び
の
本
」
別
置
紹
介
中

【
児
童
書
】
『
よ
わ
い
か
み　

つ
よ
い
か
た
ち
』

か
こ
さ
と
し 

著
・
絵

童
心
社
一
九
八
八
年
九
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
４
２
３
カ

　

弱
い
紙
で
も
、
切
っ
た
り
折
っ
た
り
し
て

形
を
変
え
る
と
強
い
紙
に
な
る
。
そ
れ
を
、

は
が
き
を
使
っ
た
楽
し
い
実
験
で
立
証
し
て

み
よ
う
。
イ
ラ
ス
ト
つ
き
説
明
が
わ
か
り
や

す
い
。
力
学
の
原
点
も
教
え
て
く
れ
る
。

【
児
童
書
】
『
は
て
な
な
る
ほ
ど
サ
イ
エ
ン
ス
６　

わ
ゴ
ム
の
お
も
ち
ゃ
』

実
野
恒
久 

著

保
育
社　

一
九
八
四
年
四
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
４
０
７
ジ

　

わ
ゴ
ム
の
釣
り
糸
で
魚
釣
り
。
厚
紙
と
わ

ゴ
ム
だ
け
で
仕
上
が
る
「
は
ね
カ
エ
ル
」
。

わ
ゴ
ム
の
鉄
砲
、
ぱ
た
ぱ
た
ボ
ー
ト
な
ど
、

小
さ
い
子
で
も
自
分
で
作
れ
る
お
も
ち
ゃ
と

遊
び
方
を
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
す
る
。

【
児
童
書
】
『
コ
ッ
プ
の
実
験
』

相
場
博
明 

著　

藤
田
ひ
お
こ 

絵

さ
・
え
・
ら
書
房
一
九
九
五
年
十
一
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
４
０
４
ア

　

紙
コ
ッ
プ
の
上
に
人
間
が
乗
っ
て
も
つ

ぶ
れ
な
い
方
法
を
実
験
し
た
り
、
コ
ッ
プ
で

聴
診
器
を
作
っ
た
り
、
昆
虫
採
集
を
し
た
り

‥
。
コ
ッ
プ
を
使
う
17
種
類
の
実
験
や
あ
そ

び
を
紹
介
。
「
科
学
の
目
」
を
育
み
た
い
。

【 

一
般
書
】
『
子
ど
も
に
ウ
ケ
る
科
学
手
品

－

簡
単
に
で
き
て
イ
ン

パ
ク
ト
が
凄
い

－
』

後
藤
道
夫 

著

講
談
社
一
九
九
八
年
十
一
月
発
行

請
求
記
号　

４
０
７
ゴ
ト

　

や
か
ん
が
宙
に
浮
く
手
品
、
よ
う
じ
が

水
面
を
走
る
手
品
‥
。
身
近
に
あ
る
も
の
し

か
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
子
ど
も
が
、
あ
っ

と
驚
き
目
を
輝
か
せ
る
手
品
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
。
タ
ネ
は
「
自
然
現
象
」
と
「
科
学
」
で
す
。

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

8月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

分館の
み休み

分館の
み休み

分館の
み休み

休

休

★◆

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）

　第 ・ 金曜日　（保護者同伴）
　 ～   ヶ月～１歳
　 ～  ２・３歳～
　第 ・ 火曜日 ～  ３～８歳
 としょかん・くらぶ－会員制－

（読み聞かせとブックトークで本に親しむ会）
　 ～ 　１・２年生
　 ～ 　３～６年生
★夏休み科学工作教室　＜中央図書館に
て申込み受付中。電話不可＞ ～

／１・２年生（ 人）磁石のおも
ちゃ初級　 ～ ／３～６年生
（ 人）磁石のおもちゃ中級
☆夏のおはなし会（昔語りと紙芝居）
＜中央図書館にて申込み受付中。電話可＞
： ～ ： ／５歳～２年生（ 人）親

子で楽しめるお話　 ： ～ ： ／３年
生～おとな（ 人）聞きごたえのあるお話
〈竹間沢分館〉

竹間沢ぐりぐらタイム（第4火曜日）
　 ～ 　１～４歳
◆スイミーおはなし会（第4木曜日）
（絵本・紙芝居・ブックトーク）
　 ～ 　４歳～小学生
＊ 地域文庫のお知らせ…つくし文庫、あ
らた文庫とも、８月はお休みします。

休

☆

休

休

休

　

商
売
繁
盛
・
招
福
開
運
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
願
か
け
に
使
わ
れ
る
ダ
ル
マ
。
正

月
か
ら
三
月
ご
ろ
に
か
け
て
、
各
地
で

ダ
ル
マ
市
が
開
か
れ
ま
す
。
ダ
ル
マ
の

産
地
は
群
馬
県
高
崎
市
が
有
名
で
す
が
、

埼
玉
県
も
ダ
ル
マ
作
り
が
盛
ん
な
地

域
で
す
。
県
内
で
作
ら
れ
る
ダ
ル
マ
は

「
武
州
ダ
ル
マ
」
と
呼
ば
れ
、
特
に
越

谷
・
春
日
部
・
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
が

最
も
盛
ん
で
、
そ
の
ほ
か
に
川
越
や
秩

父
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
で
も
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ダ
ル
マ
作
り
は
、
農
家
の
冬
場
の
副

業
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
職
人
は
「
ダ

ル
マ
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ダ
ル
マ
作
り
の
技
術
は
、
職
人
の
と
こ

ろ
へ
何
年
も
修
行
に
行
っ
て
習
得
し
ま

す
。
本
家
、
分
家
な
ど
を
頼
っ
て
教
え

合
う
の
で
、
ダ
ル
マ
屋
の
多
く
は
親
戚

関
係
で
し
た
。
三
芳
町
で
も
上
富
字
八

軒
家
の
前
島
本
家
と
分
家
で
は
、
昭
和

二
十
一
年
ご
ろ
ま
で
冬
場
の
副
業
と
し

て
ダ
ル
マ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

前
島
家
の
ダ
ル
マ
作
り
は
、
先
々
代

の
萬
吉
氏
が
始
め
た
も
の
で
す
。
前
島

家
で
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
萬
吉
氏
は
三

ヶ
島
（
所
沢
市
）
付
近
で
ダ
ル
マ
作
り

を
習
い
、
家
族
で
ダ
ル
マ
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
作
っ
た
ダ
ル

マ
は
、
川
越
喜
多
院
や
大
宮
氷
川
神
社

の
ダ
ル
マ
市
で
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
ル
マ
の
製
造
方
法
は
、
機
械
で
均

一
に
作
る
事
が
で
き
る
「
真
空
成
型
」

と
木
型
を
使
っ
た
伝
統
的
な
「
張
り

子
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
大
量
生

産
で
き
、
形
の
整
っ
た
真
空
成
型
の
ダ

ル
マ
が
現
在
の
ダ
ル
マ
作
り
の
主
流
で

す
。
一
方
、
張
り
子
の
ダ
ル
マ
は
、
和

紙
を
木
型
に
貼
っ
て
乾
か
し
、
背
中
を

半
分
に
割
っ
て
木
型
か
ら
取
り
出
し
ま

す
。
一
個
ず
つ
を
手
張
り
生
産
す
る
張

り
子
ダ
ル
マ
は
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も

の
が
な
く
、
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
買
い
手
と
し
て
も
、
自
分
の
好
み

に
合
っ
た
ダ
ル
マ
を
見
つ
け
る
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
前
島
家
で
は
張
り
子
の
ダ
ル

マ
を
生
産
し
て
お
り
、
そ
の
木
型
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
木
型
の
鼻
に
は
、
長

年
の
使
用
に
よ
っ
て
欠
け
て
し
ま
っ
た

鼻
を
修
復
す
る
た
め
に
打
た
れ
た
釘
の

跡
や
、
頭
頂
部
に
は
張
り
子
を
は
が
す

時
の
刃
の
す
り
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
ダ

ル
マ
屋
に
と
っ
て
、
木
型
は
宝
で
す
。

修
復
し
な
が
ら
、
大
事
に
使
い
こ
ま
れ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

第
５
回　

ダ
ル
マ
屋

前島家のダルマの木型。招き猫ならぬ
本物の猫とともに招福開運をお願いし
たいところです。



健
康
百
科　
　

●
選
者
・
椎
名
恒
治

●
投
稿
先
・
中
村
正
雄
（
三
芳
町
藤
久
保

三
八
四
七

－

二
五
・

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

さ
み
ど
り
の
奔
流
さ
な
が
ら
茶
の
若
葉
身
を
染
め
な
が
ら
ぺ
だ
る
漕
ぎ
ゆ
く

町
田　

勝
男

次
々
と
続
く
病
に
気
は
晴
れ
ず
庭
の
す
み
れ
を
ぼ
う
と
眺
め
い
る村

上
美
奈
子

は
ら
は
ら
と
牡
丹
の
花
が
崩
れ
つ
つ
残
る
夕
日
に
包
ま
れ
て
を
り西

尾　

慶
子

カ
ア
カ
ア
と
啼
き
カ
ア
カ
ア
カ
ア
と
続
く
声
か
ら
す
は
五
七
の
短
歌
の
リ
ズ
ム

中
村　

正
雄

四
本
の
足
の
運
び
の
ち
ま
ち
ま
と
犬
は
主
と
夕
暮
れ
の
み
ち

吉
田　

和
代

が
く
が
く
と
前
脚
を
折
り
後
ろ
脚
畳
み
て
憩
ふ
老
い
た
る
麒
麟
よ鈴

木　

繁
子

小
走
り
に
列
乱
さ
じ
と
赤
帽
子
上
級
生
と
校
門
に
消
ゆ

上
村
理
恵
子

五
月
晴
れ
初
夏
の
気
分
浮
き
浮
き
と
ク
レ
マ
チ
ス
咲
く
白
き
花
び
ら

布
川　

明
男

忘
れ
物
あ
り
て
く
る
り
と
振
り
向
け
ば
後
よ
り
友
き
て
「
ま
た
あ
」
と
に
ゃ
り

井
上　

悦
子

「
あ
り
が
と
う
」
シ
ャ
イ
な
息
子
の
一
言
に
母
の
心
は
ば
ら
色
と
な
る

山
口
み
さ
子

【
選
評
】
奔
流
の
よ
う
に
波
立
つ
新
緑
の
茶
畑
の
中
を
自
転
車
を
漕
ぐ
。
新
入

学
の
赤
帽
子
、
シ
ャ
イ
な
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
に
ば
ら
色
に
な
る
母
の
こ

こ
ろ
な
ど
な
ど
。
今
月
は
明
る
く
活
気
溢
れ
る
う
た
が
並
ん
だ
。（
椎
名
恒
治
）

藤
久
保
在
住

　

笹
原
花か

の
ん音
ち
ゃ
ん

平
成

年
７
月
３
日
生

（
父
・
弘
崇
）

（
母
・
は
ず
き
）

「
３
歳
に
な
っ
た
よ
！
」

藤
久
保
在
住

　

鈴
木
心み

あ愛
ち
ゃ
ん
・
心み

お
ん温
ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

平
成

年

月

日
生

（
父
・
慎
一
）

（
母
・
久
美
）

春
か
ら
心
温
も
入
園
し
て
、
二
人
一
緒
に

幼
稚
園
。
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
き
て

ね
！

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
…
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
３
１
１
）

「
い
も
っ
こ
体
操
」
に

　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

み
よ
し
い
も
っ
こ
体
操

　
　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー

　

山
田
あ
つ
子

　

私
は
、
運
動
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ロ
ー
を
経
て
、
現

在
い
も
っ
こ
体
操
の
サ
ポ
ー
タ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
「
い

も
っ
こ
体
操
」
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
も
っ
こ
体
操
は
、
と
て
も

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
の
為
、
最

初
は
私
も
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
生
懸
命

に
体
操
を
し
て
い
る
と
、
体
の
芯

か
ら
温
か
く
な
り
、
終
わ
り
ご
ろ

に
は
体
が
軽
く
な
っ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
て
き
ま
す
。

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
若
い
世

代
の
人
た
ち
に
も
合
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
続
け
て
い
け
ば
、

体
の
基
礎
と
な
る
筋
力
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
体

操
で
す
の
で
、
健
康
に
な
れ
る
だ

け
で
な
く
、
友
達
の
輪
も
広
が
り
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
「
い
も
っ
こ
体
操
」
に
参

加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
（
養
成
講
座
も
あ
り
ま

す
。
）

　

無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
と
き
に

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
く

だ
け
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
仲
間

に
な
っ
て
、
楽
し
く
、
健
康
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

258

１
２
３
６　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
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５
９
９
４

冷
麦
や
二
人
の
余
生
つ
つ
ま
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

片
蔭
り
な
く
広
々
と
草
野
球　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

武

酒
ビ
ー
ル
墳
井
に
冷
や
し
客
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忽
滑
谷
紫
畔

炎
天
や
め
く
る
腕
は
鉄
の
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

茂

ほ
こ
ら
か
に
孫
の
呼
ぶ
声
兜
虫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

瀞

母
と
子
の
フ
リ
ル
の
揺
れ
て
夏
旺
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

新
茶
飲
む
故
里
の
味
広
が
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
野　

澄
江

水
筒
を
持
つ
子
が
並
ぶ
岩
清
水　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
キ
ヨ
子

夜
の
秋
読
み
耽
る
新
文
壇
史　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重
倉
寂
志

睡
蓮
の
葉
の
賑
わ
い
に
一
花
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

睡
蓮
や
同
窓
会
の
帰
り
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

紫
陽
花
や
雨
に
彩
り
冴
え
し
庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

ナ
カ

軍
服
の
遺
影
は
若
し
終
戦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
年
朗

炎
昼
や
う
な
じ
は
り
つ
く
髪
の
す
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
津　

和
子

冷
麦
や
運
ぶ
箸
に
も
涼
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
片　

和
子

向
日
葵
や
夜
風
に
揺
れ
て
一
息
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
原　

キ
イ

盛
夏
な
り
裸
の
子
等
の
川
遊
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

靖
子

走
り
き
て
掌
の
中
甲
虫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
黄
名
子

育
て
終
え
巣
立
ち
促
す
親
燕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野　

一
郎

あ
じ
さ
い
や
雨
後
に
彩
る
花
も
葉
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

正
彦

こんにちは ! サークル　　少年剣道　三芳練成道場

　

剣
道
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

三
芳
練
成
道
場
で
は
、
新
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

剣
道
は
、
た
だ
単
に
試
合
に
勝
つ
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
が

身
に
付
き
、
困
難
に
負
け
な
い
強
い
精

神
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
一
度

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

三
芳
中
学
校
武
道
場

参
加
資
格　

小
学
校
１
年
生
以
上
の
男
女

会
費　

１
ヶ
月
１
５
０
０
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

：//w
w
w
7
b
.

b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp
/ ̃m
iyo
s
h
ire
n
s
e
i/

連
絡
先　

鈴
木
／
Ｅ
メ
ー
ル

　

m
iyo
sh
ire
n
se
i@
m
a
il.g
o
o
.n
e
.jp

　

090

６
５
４
６

３
７
９
７

ほ
お
ず
き

　

ナ
ス
科
ホ
オ
ズ
キ
属
。
淡
い
黄
色

の
花
を
咲
か
せ
る
。
世
界
の
熱
帯
〜
温

帯
に
か
け
て
約
80
種
類
が
分
布
。
日
本

で
は
、
開
花
時
期
に
あ
わ
せ
て
各
地
で

「
ほ
お
ず
き
市
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

親
子
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
の
絵
本 
Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　
【
公
演
日
】　

11
月
６
日
　

午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】

　

コ
ピ
ス
み
よ
し　

ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

　

大
人　
　

２

０
０
０
円

　

子
ど
も　

１

０
０
０
円

　

親
子
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　

２

７
０
０
円

　
（
全
席
指
定
）

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
！

動
物
た
ち
が
奏
で
る
多
彩
な
音
楽
の
世
界
を
お
楽
し
み
に
!!

言
葉
や
文
化
を
超
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
年
齢
を
問
わ
ず
大
好
評
!!

N
e
w
s
w
e
e
k

「
世
界
が
尊
敬
す
る
100
人
」
に
も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
！

【
公
演
日
】

　

11
月
19
日
　

午
後
７
時
〜

【
場
所
】

　

コ
ピ
ス
み
よ
し　

ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

　

４

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
】

　

８
月
28
日

問
い
合
わ
せ　

三
芳
町
文
化
会
館（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）
259

－３
２
１
１

好
評
発
売
中
！

サ
イ
レ
ン
ト
コ
メ
デ
ィ
ー

が
〜
ま
る
ち
ょ
ば



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

優勝！三芳町消防団第４分団!!

　７月４日 、富士見消防署消防訓練所で「消

防団消防ポンプ操法大会」が行われました。これ

は、火災消火を想定し、ポンプ・ホースなどの操

作や俊敏さ、動きの綺麗さを競う大会です。今大

会、普通ポンプ車の部で三芳町の消防団が上位を

独占しました！日夜、高い技術で町を守ってくだ

さる消防団員の皆さんに感謝。

ウォッチング（ ） （ ）ウ ォ ッ チ ン グ

竹間沢マンスリースクゥエアー　Vol.
　モンゴル民族音楽～大草原にひびく悠久の旋律としらべ～
　６月 日 、竹間沢公民館にモンゴル民族の音楽が響き渡りました。国語の

教科書で取り上げられている「スーホの白い馬」。そこに登場する「馬頭琴」

という楽器を間近で見たい！と来場する小学生も見られ、出演者の方からも、

アットホームで楽しく参加でき

たとの言葉をいただきました。

笑顔溢れる「おもしろ運動会」！

　６月 日 、「三芳町こころの健康づくりを

すすめる会」による「おもしろ運動会」が開

催されました。太公望（魚釣り）やかぶりつき

（パン食い競争）、デカパンレースに福笑いな

ど、「けやきの家」「みよし工房」の方々の笑

顔あふれる交流会となりました。

恒例！まちづくり懇話会

　毎年恒例となり、住民の方々にも浸透してきた、

「まちづくり懇話会」。今年も各地区で開催され、

多くの方に参加していただき、様々な声を伺うこと

ができました。ありがとうございました！

ふ
れ
あ
い
囲
碁
将
棋
教
室

日 
時　

囲
碁
／
８
月
４
日

、
将
棋
／
８
月
５
日

両
日
と
も
に
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上　

定
員　

名
（
先
着
順
）

コ 
メ
ン
ト　

三
芳
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
楽
し
い

囲
碁
や
将
棋
の
遊
び
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

夏
休
み
陶
芸
教
室
（
連
続
３
回
講
座
）

日 
時　

成
形
／
８
月
７
日

、
午
後
１
時

分

〜
４
時

分

釉
薬
／
８
月

日

、
午
前

時

分
〜
正
午

窯
出
し
（
三
芳
太
陽
の
家
）

／
８
月

日

、
午
後
１
時

分
〜
３
時

分

対
象　

小
学
生
以
上　

定
員　

名
（
先
着
順
）

参 
加
費　

円　

協
力　

三
芳
太
陽
の
家
（
心
身

障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
）

申 
込
み　

事
前
に
参
加
費
を
添
え
て
申
込
み
（
８

月
３
日
よ
り
）

ラ
ス
ト
サ
マ
ー
だ
！
ゲ
ー
ム
大
会

日
時　

８
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上　

定
員　

名
（
先
着
順
）

コ 
メ
ン
ト　

チ
ー
ム
対
抗
の
水
鉄
砲
や
リ
レ
ー
な

ど
で
盛
り
上
が
ろ
う
！
濡
れ
る
の
で
水
着
（
ま
た

は
着
替
え
）、
タ
オ
ル
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

夏
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

８
月
４
日

、
午
前

時
〜
午
後
１
時

竹
間
沢
児
童
館

対
象　

小
学
生
以
上
、
年
長
児
親
子

定
員　

名　

参
加
費　

円

コ 
メ
ン
ト　

児
童
館
で
収
穫
し
た
野
菜
で
カ
レ
ー

を
作
ろ
う
！
家
庭
の
カ
レ
ー
と
は
ま
た
一
味
違

っ
て
お
い
し
い
よ
！

革
工
作
（
連
続
２
回
講
座
）

日 
時　

刻
印
、
色
塗
り
／
８
月

日

仕
上
げ

／
８
月

日

、
両
日
と
も
午
後
１
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上　

定
員　

名

参
加
費　

〜

円
（
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
）

コ 
メ
ン
ト　

牛
の
皮
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
革

の
小
物
な
ど
を
作
っ
て
み
よ
う
！

避
難
訓
練
（
火
災
）

日
時　

８
月
３
日

、
午
後
１
時

分
〜
２
時

コ 
メ
ン
ト　

職
員
の
誘
導
で
安
全
な
場
所
に
避
難

す
る
体
験
を
し
て
み
よ
う
。
あ
わ
て
な
い
で
行

動
で
き
る
か
な
？
（
開
始
時
間
ま
で
に
集
合
）

第
４
回
ち
く
じ
ま
つ
り

日
時　

８
月

日

　
 
午
前

時
〜
午
後
０
時

分
（
９
時

分
よ
り

受
付
開
始
、コ
ー
ナ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
も
ら
え
ま
す
。）

コ 
メ
ン
ト　

や
っ
て
き
ま
し
た
！
夏
祭
り
！
楽
し
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
よ
。お
待
ち
し
て
い
ま
〜
す
！

※
午
後
は
、
片
づ
け
の
た
め
閉
館
し
ま
す
。

夏
休
み

『
み
ん
な
の
映
画
会
』

日
時　

８
月

日

、
午
前

時

分
〜

時

分

内
容　

フ
ィ
ル
ム
映
画
の
上
映
会

コ 
メ
ン
ト　

楽
し
い
映
画
？
怖
い
映
画
？
ど
ん
な

映
画
を
見
る
か
み
ん
な
で
選
ぼ
う
！
８
月

日

よ
り
好
き
な
映
画
の
投
票
を
開
始
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

・
児
童
館
の
行
事
は
基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
。

・
参
加
申
し
込
み
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

・
詳
し
く
は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

藤
久
保
児
童
館

 

※
事
前
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

北
永
井
児
童
館



広　　告広　　告

お 知 ら せ（ ） 

対 象　町が発注する建設工事、設計・

調査・測量、土木施設維持管理の受

注を希望する者

※ 上記以外の業務（物品等）について

は、従来どおり三芳町において受付

を実施します。（２月頃予定）

期 間　 新規申請/９月14日 ～10月

１日 、 更新申請/建設工事：10

月18日 ～11月30日 、設計･調査･

測量､土木施設維持管理：10月18日

月～11月12日 　※現在、電子入札

共同システムに登録している事業所

申 請方法　 新規申請/書類による申

請、 更新申請/電子入札共同シス

テムによる電子申請

お　し　ら　せ

納期限は、８月 日です

町県民税　　　　　　　第２期

国民健康保険税　　　　第２期

介護保険料　　　　　　第２期

後期高齢者医療保険料　第２期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

　水道台帳作成のため、水道課から委

託を受けた調査員が、皆様のご家庭・

事業所に設置してある給水装置（止水

栓・水道メーター及び貯水槽）の位置

を確認するため、現地にお伺いするこ

とがあります。

　調査員は、写真のとおり腕章及び水

道事業者発行の身分証明書を携帯して

いますので、訪問した際にはご協力く

ださいますようお願いします。

　なお、委託を受けた調査員は、物品

の販売・料金の請求行為は行いません。

　不審な点がありましたら、上下水道

課へお問い合わせください。

委託業者　東武計画

期間　８月９日 ～31日

問い合わせ　上下水道課

　（内線252・253）　FAX274 1053

子育て支援センターよりお知らせ

「夏休み探検隊! 」特別編

自転車紙芝居

日時　８月20日 、午前10時～12時

場所　旧島田家住宅

内容　自転車紙芝居の読み聞かせ

定員　30名程度　　参加費　100円

申込み　電話にて受付中

問い合わせ　社会教育課

　（内線514・515）　FAX274 1056

期日　９月３日

受付時間　午前９時15分～10時

場所　保健センター

対象者　０歳～就学前

持ち物　母子健康手帳・筆記用具

問い合わせ　保健センター 258 1236

育児相談

問い合わせ　財務課

　（内線416）　FAX274 1055

●なかよし広場（予約不要）

日 程　０歳児／８月５日 ・19日 ・

25日 「身体測定」・31日

　 １歳児／８月３日 ・６日 ・20日

・26日

　 ２歳児～／８月４日 ・18日 ・24

日 ・27日

時間　午前10時～12時

場所　子育て支援センター

●わくわくタイム（予約不要）

日 時　午前／８月２日 ・９日 ・23

日 ・30日 「お誕生会」、午前10

時～12時　午後／８月23日 、午後

１時～２時30分

場所　藤久保児童館

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

● おひさま広場「どろんこ遊び」（予

約不要）

日時　８月10日 、午前10時～11時

場 所　子育て支援センター（第１保育

所園庭）

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

問い合わせ　子育て支援センター

　 258 5106　FAX258 5136

平成 ・ 年度建設工事請負等

入札参加資格の新規・更新申請

水道メーター・貯水槽

現地調査のお知らせ

説明会（主に新規申請の説明）

期　日 時　間 場　所

8月9日 13時30分～ 秩父宮記念市民会館

8月11日
９時30分～

川越西文化会館
13時30分～

8月12日
９時30分～

パストラルかぞ
13時30分～

※ 詳細は、埼玉県及び三芳町ホーム
ページにてご確認ください。

募集職種　保健師もしくは正看護師

勤務地　保健センター

勤務日　月～金曜日（週５日）

勤務時間　午前９時～午後４時

勤務期間　平成23年３月31日まで

業務内容　 健康増進事業等の補助

　 保健事業事務処理

募集人数　１名

賃金　時給1,400円

その他　社会保険適用、有給有

※詳細は、お問い合わせください。

申込み・問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

保健師・看護師募集

　町では長寿を祝福し、敬老祝金支給

事業を行っております。

対象者・支給額

・99歳（白寿）／30,000円

　 明治43年８月16日～明治44年８月15

日生まれの方

・88歳（米寿）／20,000円

　 大正10年８月16日～大正11年８月15

日生まれの方

・77歳（喜寿）／10,000円

　 昭和７年８月16日～昭和８年８月15

日生まれの方

・70歳（古希）／5,000円

平成 年度三芳町敬老祝金 　 昭和14年８月16日～昭和15年8月15

日生まれの方

※平成21年8月15日以前から引き続き

１年以上三芳町に住所のある人に限り

ます。又、受給資格者には、８月中旬

に通知を郵送します。敬老祝金につき

ましては、口座振込みによりお支払い

いたしますので、通知に同封する敬老

祝金口座振込依頼書を記入の上、同封

の返信用封筒にて８月末日までにご返

送ください。なお、口座をお持ちでな

い人は、下記までご連絡ください。

振込み予定　平成22年９月下旬

間い合わせ　福祉課

　（内線173）FAX274 1051

はじめて子育て講座「ほっとサークル」

日時・内容　

８月25日 、午前10時～11時30分

　自己紹介、子育てについての座談会

　（保健師と一緒に）

９月１日 、午前10時～11時30分

　 離乳食についての座談会（管理栄養

士と一緒に）

９月７日 、午前10時～11時30分

　 子どもの遊びについて・絵本をとお

して（図書館司書と一緒に）

場 所　 は藤久保公民館２階和室、

は図書館２階会議室

対 象　平成22年４月～６月生まれのお

子さんとその親

定員　20組（先着順）

持 ち物　母子健康手帳・バスタオル・

赤ちゃんの使う物　参加費　無料

申込み・問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

　いつまでも自分らしく輝きましょう。

健康づくりの教室を開催します。

期 日　９月２日 ・９日 ・16日 ・

27日 、10月７日 　※全５回１

コース　　時間　午前10時～12時

場所　竹間沢公民館ホール

内 容　楽しく体操を行い、からだのゆ

がみを知り、腰痛・膝痛を予防しま

しょう。「いもっこ体操」も体験で

きます。「食べること」や「お口の

ケア」についての話を聞き、はつら

つ笑顔になりましょう。

対象　65歳以上の方　　定員　30名

講 師　健康運動指導士・管理栄養士・

歯科衛生士　　参加費　無料

持ち物　タオル・水分補給用の飲み物

申 込み・問い合わせ

　地域包括支援センター

　（内線188・189）　FAX274 1107

いきいき元気クラブ参加者募集 リハビリ相談

　腰や膝、肩や手足に痛みがある中で

負担の大きい動きや、不足した運動習

慣は身体を壊しやすく、介護が必要に

なる可能性が高いです。リハビリ専門

スタッフが各個人にあった運動プログ

ラムの相談にのります。また福祉用具

の紹介など、日常生活をより快適に過

ごせるようアドバイスをします。

日時　８月23日 、午前10時～12時

場所　竹間沢公民館図書室

内 容　理学療法士・作業療法士（埼玉

セントラル病院勤務）による個別リ

ハビリ相談

対 象　65歳以上の方で、医療機関や介

護保険施設等でリハビリを行ってい

ない方

定員　３名　※予約申込みが必要です。

申 込み・問い合わせ

　地域包括支援センター

　（内線188・189）　FAX274 1107

（ ）お 知 ら せ



広　　告広　　告

　今年もやってきました古民家での夜

語り。今年はより楽しく、より怖く…!

日 時　９月11日 、午後６時30分～８

時30分（開場：午後６時）

場 所　歴史民俗資料館　旧池上家住宅

語 り手　おはなしサークル「かにかに

こそこそ」

対 象　大人（保護者同伴であれば、小

学校５年生以上の子供も参加可）

定員　60名　　　参加費　無料

申込み　電話にて受付中

問い合わせ　

　歴史民俗資料館　 258 6655　

　中央図書館　 258 6464

民家で夜語り

～笑い話から怪談まで～
● 火・土・日曜日　町内２区分の巡回

バスで、５時間程の休憩にどうぞ！

お弁当・タオル持参で、カラオケ・

入浴・団らん等ゆっくり利用！

● 月・水・木曜日　月３回公民館周り

バスで、２時間程の休憩にどうぞ！

昼食休憩室有。入浴のほか、健康器

具・卓球・囲碁・将棋有。

　 竹間沢公民館便／８月４日 、午前

10時42分出発、中央公民館便／８月

５日 、午前10時52分出発、保健セ

ンター／８月19日 、午前10時47分

出発

●休館日のお知らせ

　定期休館　毎週金曜日・祝祭日

暑い夏の憩いに活用ください～８月のふれあいセンター～

臨時休館　８月12日 ／館内清掃

　８月16日 ／受水漕等清掃

● 入浴時間　

　 火・土・日曜日／午前10時30分～午

後２時30分（男女とも）

　 月・水・木曜日／女：午前10時30分

～午後０時30分、男：午後０時30分

～午後２時30分

■ 利用料　60歳以上の人・障がいのあ

る人と介護者／無料、60歳未満の人

／200円、町外の人／300円

※バスの運行等の詳細は、お問い合わ

せください。

問い合わせ　ふれあいセンター

　 ・FAX 258 7211

ジュニア・シニア硬式テニス教室

日 程　９月25日 ～11月20日 までの毎

週土曜日〔10月２日 は除く〕全８回

時 間　９月・10月／午後１時～３時、11月・

　12月／午後０時～２時（ジュニアは80分）

場所　運動公園テニスコート

対 象（定員）　ジュニア（12名）／小学４

年～中学３年生、シニア（20名）／

50歳以上の町内在住・在勤・在学者

　※定員になり次第締切

入会金　200円（保険代）

参 加費　ジュニア／100円（各回）、

シニア／200円（各回）

申込期間　９月８日 ～17日 （先着順）

申込み　総合体育館、地域振興課

問い合わせ　地域振興課

　（内線262・263）FAX274 1053

　三芳町テニス協会･林　 258 4809

　岡野　 258 9200

硬式テニストーナメント「シングルス戦」

日時　９月12日 〔予備日：９月19日 〕

場 所　運動公園テニスコート・竹間沢

テニスコート

種 目　男・女（Ａ・Ｂクラス別）、ベテラン

　（45才以上男子・女子）シングルス戦

参 加資格　協会員、町内在住者・在勤

者・在学者

試合方法　トーナメント方式

参加費　１人／1,200円、協会員／1,000円

申 込期間　８月７日 ～28日 の午後２

時までの土・日曜日に限り、運動公園

コート６面の協会役員に、所定の用紙

に参加費を添えて申込みしてください。

問い合わせ　地域振興課

　（内線262・263）　FAX274 1053

　三芳町テニス協会･岡野　 258 9200

　 林　 258 4809　又は運動公園テ

ニスコート６面の協会役員まで

秋季初心者ソフトテニス（軟式）教室

日程　下記の毎週土曜日　

　○９月18日・25日／午前９時～11時

　 ○10月９日・16日・23日・30日／午

前９時～11時

　 ○11月６日・13日・20日・27日／午

前10時～12時

場所　運動公園テニスコート

対 象　小学校４年生以上の町内在住・

在勤・在学者

参加費　１人１回100円（当日徴収）

持 ち物　ソフトテニス用ラケット（貸し

出し可）、テニスシューズ（平底靴可）

＊事前申込不要。直接会場に集合。

問い合わせ　地域振興課

　（内線262・263）　FAX274 1053

　庭球連盟役員（19時～21時）

　新井田（にいだ）　 258 5556

　給前（きゅうぜん） 259 1791

お 知 ら せ（ ） 
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午
前
10
時
〜
12
時

申
込
締
切　

／
８
月
９
日

　

／
８
月
30
日

　

●
学
校
公
開

日
時　

９
月
17
日

、
午
前
９
時
10

　

分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

本
校　

申
込
締
切　

９
月
10
日

※
相
談
・
見
学
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

埼
玉
県
立
特
別
支
援

学
校
塙
保
己
一
学
園

　

２
３
１

２
１
２
１

職
種　

看
護
師
、

生
活
支
援
員
、

　

調
理
員

職 

務
内
容　

障
が
い
者
の
健
康
管

理
・
支
援
業
務
補
助
、

障
が
い

者
の
生
活
支
援
、

障
が
い
者
施

設
に
お
け
る
調
理
業
務

募 

集
人
員　

臨
時
職
員
／
若

干
名

勤
務
場
所　

法
人
内
施
設

勤 

務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分
（
シ
フ
ト
制
）

　

ａ
／
常
勤
（
週
５
日
）

　

 

ｂ
／
週
２
〜
３
日
勤
務
（
勤
務

日
・
時
間
応
相
談
）

 

ａ
／
変
則
勤
務
（
シ
フ
ト
制
）　

ｂ
／
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
月

〜
水
・
金
・
土
曜
日
勤
務
）

 

ａ
／
変
則
勤
務
（
シ
フ
ト
制
）　

ｂ
／
変
則
勤
務
（
シ
フ
ト
制
）
、

週
２
〜
３
日
勤
務
（
勤
務
日
・
時

間
応
相
談
）

勤 

務
期
間　

／
〜
平
成
23
年

３
月
31
日
（
更
新
可
）

給
料
等
（
各
種
手
当
・
保
険
制
度
有
り
）

　

ａ
月
額
２
４
０

０
０
０
円

　
　

ｂ
日
額　

１
０

９
０
０
円

　

ａ
月
額
１
６
１

０
０
０
円

　
　

ｂ
日
額
１
５
９

２
０
０
円

　

ａ
月
額
１
５
３

６
０
０
円

　
　

ｂ
時
給
８
２
０
円
〜
９
２
０
円

応
募
資
格　

准
・
正
看
護
師
資
格

　

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
方

　

 

調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
及

び
経
験
者
歓
迎

応
募
期
間　

随
時

問 

い
合
わ
せ　

　

（福）
入
間
東
部
福
祉
会
本
部
事
務
局

　

２
５
８

８
１
２
０

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
通
常
の
受
付
時
間
を
延
長

し
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　

９
月
６
日

〜
12
日

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

＊ 

９
月
11
日

・
12
日

は
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号

　

048

８
６
３

９
５
８
９

相 

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
人
権

擁
護
委
員　

※
秘
密
厳
守

問 

い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課

　

048

８
６
３

９
５
８
９

期
間　

９
月
12
日

ま
で

場 

所　

埼
玉
県
内
工
場
、
伝
統
工
芸

産
地
、
博
物
館
、
美
術
館
等

内 

容　

県
内
の
も
の
づ
く
り
の
現
場

や
県
立
の
博
物
館
・
美
術
館
等
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

費 

用　

入
館
料
・
体
験
料
等
（
施
設

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※ 

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
産
業
労
働
部
観
光
課　

　

048

８
３
０

３
９
５
５

　

県
で
は
、
家
庭
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
削
減
す
る
た
め
、
「
家
庭
の

省
エ
ネ
診
断
」
・
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
の

貸
出
し
」
を
始
め
ま
し
た
。

●
家
庭
の
省
エ
ネ
診
断

実
施
期
間

　

平
成
22
年
10
月
15
日
ま
で
（
平
日

の
み
）

　

電
気
・
ガ
ス
の
使
用
状
況
や
使
用

機
器
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、

「
省
エ
ネ
診
断
書
」
を
作
成
し
、
専

任
ス
タ
ッ
フ
が
家
庭
に
お
伺
い
し
て

説
明
、
省
エ
ネ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

●
省
エ
ネ
ナ
ビ
の
貸
出
し

貸 

出
し
期
間　

平
成
23
年
２
月
28
日

ま
で

　

省
エ
ネ
ナ
ビ
は
、
家
庭
の
分
電
盤

に
測
定
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

電
気
使
用
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表

示
で
き
る
機
器
で
す
。
さ
ら
に
、
コ

ン
セ
ン
ト
に
個
別
セ
ン
サ
ー
を
取
り

付
け
れ
ば
、
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
等

の
個
別
電
気
使
用
量
を
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

　

048

８
３
０

３
０
３
８

日 

時　

９
月
８
日

、
午
前
11
時

〜
午
後
０
時
30
分
、

９
月
11
日

、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

内 

容　

「
不
安
」
の
心
理
学
〜
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

法
〜
〈
中
野
敬
子
教
授
〉

　

 

関
係
を
生
き
る
、
自
分
を
生
き

る
〜
人
間
存
在
の
根
源
的
両
義
性

〜
〈
片
野
智
治
教
授
〉

場 

所　

跡
見
学
園
女
子
大
学
（
新
座

キ
ャ
ン
パ
ス
）

定
員　

40
名　

受
講
料　

無
料　
　

申
込
締
切　

９
月
１
日

（
必
着
）

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

跡
見
学
園
女
子
大
学

　

心
理
教
育
相
談
所

　

048

４
７
８

３
５
６
５

社
会
福
祉
法
人
入
間
東
部

福
祉
会
／
臨
時
職
員
募
集

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

お 知 ら せ（ ） 

　

こ
の
広
場
で
は
、
不
用
品
情
報

（「
ゆ
ず
り
ま
す
」・「
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
」）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
モ

ノ
を
買
う
前
、
捨
て
る
前
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

モ
ノ
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
資

源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
ゆ
ず
り
ま
す
／
平
凡
社･

世
界
大

百
科
事
典
（
１
〜
24
巻
）
／
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
２
脚
／
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ト
／
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
ヤ
マ
ハ
）

▽
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
／
電
子
ピ
ア

ノ
／
中
学
得
点
力
学
習
Ｄ
Ｓ
ソ
フ
ト

／
ミ
シ
ン
／
三
芳
東
中
の
女
子
制
服
・

体
操
着
／
み
ふ
じ
幼
稚
園
の
男
子
・

女
子
制
服
と
体
操
着
一
式（
サ
イ
ズ

：

110
〜
120

位
）
／
自
転
車
（
26
イ
ン

チ
以
上
）
／
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

／
み
ふ
じ
幼
稚
園
の
男
子
制
服
と
体

操
着
一
式
（
サ
イ
ズ

：

110
〜
120

位
）

　

係
か
ら

■
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
場
」
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

連
絡
先
／
環
境
産
業
課
環
境
対
策
係

２
５
８

０
０
１
９

　
（
内
線
216
〜
218
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
７
４

１
０
５
２

  

Ｅ
メ
ー
ル　

k
an
k
y
o@
tow
n
.sai

　

tam
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

　

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 不定（電話申し込み時に、相談
の上決定）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉協議会職員
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

（ ）お 知 ら せ

埼
玉
県
も
の
づ
く
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
２
０
１
０

ご
家
庭
の
省
エ
ネ
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

講
習
会
の
ご
案
内
／
跡
見
学
園

女
子
大
学
心
理
教
育
相
談
所

無料相談のお知らせ


